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Traditional Arab Grammarians 
 




【Ⅰ】 アラビア語研究と لؤ دلأ  ّ        （アッドゥアリ） 
【Ⅱ】 バスラ学派 
【Ⅲ】 クーファ学派 
【Ⅳ】 هيوبيس（スィーバワイヒ） と باتكلأ（アル・キターブ『書』） 
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼 حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して










  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        




の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して










  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
「ア イスハーク・アル＝ハドラミー」
をアラビア語文法の創始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, 
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(4) هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
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(6)                            مرجلا ,نزاملا , ايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
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バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（ ）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線と った（Ami:n 1956）。バスラ学派 学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を







くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・ フマド）であった。彼は韻律に見られるアラビ 語の体系を明
らかにし、アラビア語言語 歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また


















 クーファ学派の創設者は سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ




رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                                
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー） 
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                          
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
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  آ لا فأ  با b : Ja’far l- ’a:si 
 يفلا نلا ف   ّ      l- aisal fi: l- a  
 
 
 با b : ” r  
(1) آ لا , ا  لا        ّ                                                                    
l- arra:’, l- ’a:si  
(2) ا لائ                                                                        
l- isa:’i:  
(3) لأا , ا  فلا , ناي  للا         ّ          ّ                                                         
l- ya: i, l- arra:’, l- ar 
 
(4)  لا باّ       تلا , يّ       د  با , ا             ّ                                               
Ib  l- iki:t, l- a a:l, Ib  a”da  
 
(5) ل ث                                                                           
 







バスラ学派のもっとも大きな業績は、 年に死去した   ه و س Si: w h（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創






クーファ学派の創設者は آرلا ر أج و اA u: ’f  Al-Ru’ : i （アブー・ジャアフ




رمع و اA u: ”Um  （アブー・ウマル） 
( ) آرلا ءارحلاّ  
Al-H :’, Al-Ru’ : i（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
( ) اسكلاي  
Al-Ki :’i: （アル＝キサーイー） 
( ) رمح ا ءار لا ي ا ھللاّ ّ  
Al-Lh :ni, Al-F :’, Al-Ahm  （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
( ) سلا ن اّلا كّن عس ن ا لاّو  
n Al-Si i:t, Al-T ww :l, n ” n （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 




























世紀の終わりまでに、この二つの学派は دادغب ةسردمMadrasat Baghda:d （バグダッド
学派）の名のもとに統一された。バグダッド学派は、この二つの学派の理論的なさまざま
な 仮 説 を 基 礎 と し 、 そ れ ぞ れ の 異 な っ た 視 点 の 妥 協 を 目 指 し て い た 。
ةديدادغبلاAl-Baghda:dida「バグダッド派」と呼ばれたこの派の文法家たちは、アラビア
語文法のためにより科学的な基礎を打ち立てるのに成功した。彼らの研究は  نبا ليلخلا
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 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر







【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح ّ  
راندHam a:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフ ァシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であった め、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر











【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィー ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر









【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر








【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、  هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法




【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر








【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シア シーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر






【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カ バル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブ ・ディナール）がス ーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ フファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そ すぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉した え」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法







【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語 変だと指摘したこ がきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法





【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رم ”Amr Ib  ”Uth a:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマー イブン・カ バル）のあだ名である。彼はペ
シアのシーラーズ 近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師   نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィ バワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したこ がきっかけで、このときに彼は文法を研究しよう 決心 た。
彼は ىسي رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ بيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビー ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديع Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード イブン・ミス ダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリー の名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法






【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユ ニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法











【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと






طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であった め、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر






【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と اتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワ ヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバ ）のあだ名である。彼はペル
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フファシュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）が著したものであった。ス
ィーバワイヒの没後、『アル＝キターブ（書）』について解釈できるのはこの弟子だけだっ
たのである。 دايزلا قاحسإ وباAbu: IsHa:q Al-Ziya:di （アブー・イスハーク・アル＝
ズィヤーディ）は 『アル＝キターブ（書）』について初めて解釈を試みた。彼が著した  حرش
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